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テーマ 年 日韓中小企業の の
現状と課題



















































































出張期間 年 月 日から 月 日
活動内容 ミャンマーにおける医療政策、公
衆衛生の現状を把握するために、現地で活
動 す る 、
の研究者などにヒアリングを
し、活動場所の視察を行った。今後の研究
のために役立つ情報が多く得られた。
平成 年度 比較地域研究所共同研究の概要
研究課題名
居住問題の生成メカニズムに関する東アジ
ア諸国の比較研究
研究員
閻 和平 本学経済学部・教授
（研究代表者）
全 泓奎 大阪市立大学都市研究プラザ・教
授
研究目的
だの だのと新しい技術が次々に開発
されて、人類も技術的には目指しく進歩した
が、貧困問題が相変わらずである。貧困は単に
個人に現れるのみでなく、空間的事象として地
域にもしばしば現れる。その一つが居住貧困地
域である。ディヴィット・バーンがいうには、
人は自分の住んでいる都市における ゲッ
トー 地区をよく知っている。だが、居住貧困
が決して地域の自然属性ではなく、種々の政策
の関与の結果である。
上記の問題意識から、本プロジェクトが居住
貧困地域の実態を把握し、その生成過程に政府
の諸政策がどのように関与していたかを実証研
究していく。居住貧困地域が特定の国に限定し
た事象ではなく、濃淡の違いがあっても、先進
国、途上国を問わずに存在する。国家体制の違
いを超えてその生成メカニズムを析出すること
は学術的に政策的に極めて意義深いことであ
る。本プロジェクトはまずは中韓の比較研究を
通じてその一端を明らかにしていきたい。
成果
年 月
閻 和平発表 人にとって居住とは何か、社
会主義中国からの考察
年 月
上海於いて工人新村などを現地調査
（参加者閻 和平、全 泓奎）
